
        

は
じ
め
に 

最
近
、
主
要
養
殖
魚
（
ト
ラ
フ
グ
や
ブ
リ
類
な
ど
）

の
裏
作
と
し
て
、
比
較
的
成
長
も
早
く
、
養
殖
期
間
（
一

年
未
満
）
が
短
い
サ
ケ
科
魚
類
の
海
面
養
殖
が
再
び
注

目
さ
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
松
浦
市
管
内
等
で
新
た
に

試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
サ
ケ
科
魚
類
の
海
面
養
殖
の
ポ
イ
ン
ト
は

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
種
苗
を
海
水
に
馴
致
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
河
川
（
淡
水
）
で
飼
育
し
て

い
た
種
苗
を
海
面
に
直
接
移
す
と
海
水
と
の
浸
透
圧
調

整
が
う
ま
く
い
か
ず
に
死
亡
す
る
た
め
、
海
水
（
塩
分
）

に
徐
々
に
馴
ら
す
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、

サ
ケ
科
魚
類
は
冷
水
性
で
高
水
温
に
弱
い
こ
と
か
ら
、

生
存
上
限
水
温
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。 

そ
こ
で
平
成
二
七
年
度
に
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
ヤ

マ
メ
の
海
水
馴
致
デ
ー
タ
や
海
水
養
殖
で
の
生
存
上
限

水
温
の
収
得
を
目
的
と
し
て
海
水
馴
致
試
験
と
海
水
飼

育
試
験
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
試
験
方
法
】 

海
水
へ
の
馴
致
試
験 

種
苗
は
雲
仙
市
千
々
石
町
上
岳
の
ヤ
マ
メ
の
里
で
飼

育
中
の
ヤ
マ
メ
一
才
魚
で
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十

六
日
に
五
十
尾
を
長
崎
市
の
県
総
合
水
産
試
験
場
（
水

試
）
ま
で
約
二
時
間
か
け
て
運
搬
し
ま
し
た
。
水
試
に

到
着
後
直
ち
に
四
十
尾
と
十
尾
に
分
け
て
二
ト
ン
円
形

水
槽
（
２
面
）
に
各
々
収
容
し
ま
し
た
。
四
十
尾
収
容

水
槽
に
は
、
最
初
に
水
道
水
を
満
た
し
た
閉
鎖
循
環
式

で
飼
育
を
開
始
し
て
、
徐
々
に
海
水
を
追
加
し
、
最
終

的
に
ろ
過
海
水
の
掛
け
流
し
式
と
し
ま
し
た
。
対
照
と

し
た
十
尾
収
容
水
槽
は
、
最
初
か
ら
ろ
過
海
水
を
用
い

て
掛
け
流
し
式
と
し
ま
し
た
。
試
験
期
間
は
約
一
ヵ
月 

      

  

と
し
ま
し
た
。 

馴
致
後
の
海
水
で
の
飼
育
試
験 

試
験
は
、
海
水
へ
の
馴
致
が
終
了
し
た
魚
を
用
い
て 

一
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
、
十
五
ト
ン
巡
流
水
槽

で
ろ
過
海
水
の
掛
け
流
し
で
実
施
し
ま
し
た
。
飼
料
は
、

マ
ス
用
Ｄ
Ｐ
（
ド
ラ
イ
ペ
レ
ッ
ト
）
や
海
産
魚
用
Ｅ
Ｐ

（
エ
ク
ス
ト
ル
ー
デ
ッ
ド
・
ペ
レ
ッ
ト
：
加
圧
成
形
加

工
し
た
配
合
飼
料
）
を
毎
日
自
動
給
餌
機
を
用
い
て
飽

食
と
な
る
よ
う
に
給
餌
し
ま
し
た
。 

試
験
魚
の
測
定
は
毎
月
一
回
、
二
十
尾
を
目
安
に
全
長

及
び
体
重
を
量
り
ま
し
た
。 

 

【
試
験
結
果
】 

海
水
へ
の
馴
致
試
験 

図
１
に
試
験
期
間
中
に
お
け
る
海
水
馴
致
区
と
対
照

区
の
ヤ
マ
メ
生
残
率
の
推
移
を
示
し
ま
し
た
。
図
２
に

両
区
に
お
け
る
飼
育
水
の
塩
分
及
び
海
水
馴
致
区
の
水

温
（
対
照
区
も
同
様
）
の
推
移
を
示
し
ま
し
た
。 

海
水
の
塩
分
は
約
三
十
六
で
、
淡
水
は
０
で
す
。
海

水
へ
の
馴
致
は
、
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
十
二
月
十
六

日
か
ら
約
十
日
間
か
け
て
塩
分
を
淡
水
（
塩
分
０
）
か

ら
海
水
（
約
三
十
六
）
ま
で
徐
々
に
調
整
す
る
と
約
一

ヵ
月
後
の
生
残
率
は
八
十
五
％
以
上
を
保
つ
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。
一
方
、
淡
水
か
ら
直
接
海
水
中
に
収
容
し

た
ヤ
マ
メ
の
生
残
率
の
推
移
は
図
１
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
供
試
尾
数
は
十
尾
と
少
数
で
し
た
が
、
二
週
間
以

内
に
七
尾
死
亡
し
、
一
ヵ
月
後
の
生
残
率
は
、
二
十
％

（
二
尾
）
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ヤ
マ
メ
を
海
水
馴

致
な
し
で
、
直
接
海
水
養
殖
に
用
い
る
と
非
常
に
減
耗

が
大
き
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。 

図
１
を
み
る
と
両
試
験
区
と
も
に
約
二
週
間
以
内
に

減
耗
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
れ
は
ヤ

マ
メ
の
塩
分
耐
性
に
対
す
る
個
体
差
や
ス
モ
ル
ト
（ 

 

長
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養
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技

術
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ヤ
マ
メ
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海
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試
験
に
つ
い
て 

 

 
 

 
 

～
長
崎
県
で
の
サ
ケ
科
魚
類
の
冬
季
飼
育
の
試
み
～ 

   



 

 

海
水
適
応
）
の
程
度
の
違
い
等
が
生
残
に
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

海
水
飼
育
試
験 

海
水
馴
致
後
の
ヤ
マ
メ
の
平
均
体
重
は
百
五
十
グ
ラ

ム
（
一
月
二
十
一
日
測
定
）
で
、
海
水
飼
育
を
は
じ
め

て
、
四
ヵ
月
後
の
五
月
に
は
体
重
が
約
４
倍
の
六
百
グ

ラ
ム
近
く
に
成
長
し
ま
し
た
。
（
図
３
） 

そ
の
後
、
六
月
に
入
り
飼
育
水
温
が
二
十
℃
に
上
昇
す

る
と
成
長
が
停
滞
し
、
成
熟
し
た
個
体
も
見
ら
れ
ま
し

た
。 

今
後
の
取
り
組
み 

ヤ
マ
メ
は
水
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
成
長
が
鈍
り
、
十

八
℃
を
越
え
る
と
体
重
が
停
滞
・
減
少
し
、
調
子
が
悪

く
な
り
ま
し
た
。
二
十
三
℃
に
達
し
た
時
は
、
全
て
の

個
体
が
瀕
死
或
い
は
へ
い
死
し
た
こ
と
か
ら
、
飼
育
試

験
を
終
了
し
、
全
数
を
取
り
上
げ
て
測
定
し
ま
し
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
ヤ
マ
メ
を
海
面
で
養
殖
す
る
際
に

注
意
す
る
点
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
淡
水

飼
育
中
の
ヤ
マ
メ
を
種
苗
と
し
て
導
入
す
る
際
に
海
水 
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馴
致
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
海
面
に
お

け
る
養
殖
期
間
は
水
温
二
十
℃
以
下
の
五
月
上
旬
ま
で

と
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
サ
ケ
科
魚
類
の
養
殖
試
験
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
本
県
養
殖
魚
種
の
幅
を
広
げ
養
殖
業
の
収
益

性
の
向
上
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
本
試
験
を
行
う
に
あ
た
っ
て
供
試
魚
の
入
手

な
ど
に
快
く
御
協
力
頂
い
た
千
々
石
淡
水
魚
有
限
会
社

山
本
克
明
社
長
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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図４ ヤマメ：上段 体長約 20cm（飼育開始時の個体） 

下段 体長約 32cm（四ヵ月間海水で飼育後の個体） 

       スケールは 20cm を示す 
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